
青少年教育施設と連携した
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１ 森林環境学習「やまのこ」
事業の概要



びわ湖フローティングスクール「うみのこ」

・県内すべての小学5年生
・1泊2日の宿泊体験学習
・1983年～ 56万人の児童が参加
⇒環境に主体的に関わる力を育む。



森林環境学習「やまのこ」事業の位置づけ

琵琶湖森林づくり条例（2004.4)
琵琶湖森林づくり基本計画

(2005~2020年度、2018改正)
４つの柱 ４：次代の森林を支える人づくりの推進

＜森林づくりの重要性を理解する青少年の育成＞

○森林環境学習の推進
・森林と琵琶湖をつなぐ森林環境学習「やまのこ」事業を着実に実施し、学校や地域
の実態に応じた学習プログラムの一層の充実を図ります。



 森林への理解と関心を深める
 人と豊かにかかわる力をはぐくむ

事業目的

（１）学校（教員等）と施設（専任指導員等）が連携。

（２）事前事後学習と施設での学習を適切に組み合わせる。

森林環境学習「やまのこ」事業とは



県琵琶湖環境部森林政策課
林業普及センター 等

事業概念図

県教育委員会幼小中教育課
県総合教育センター

市町教育委員会 市町等施設管理部局

小学校 やまのこ事業
受入施設

・「やまのこ」事業を教育課程に位
置付ける。
・日程、施設を学校で選択する。

・施設の専任指導員と相談して、
日程や学習プログラムを決定する。

・専任指導員とのチームティーチ
ング。

・事前事後の学習で森林と琵琶湖
をつなぐ学習にも取り組む

・県内既存の森林体験交流施設等
を「やまのこ」事業の実施施設とす
る。
・施設に専任指導員を配置する。

・専任指導員は、学校と連携し「やま
のこ」事業を実施する。

・施設や学習フィールドの整備を行
う。
・学習プログラムを開発する。

・事前事後学習経費
・移動経費（バス代等）

・専任指導員設置経費 ・活動費
・安全確保費 ・施設事務費
・学習施設整備費
・学習活動資機材整備費
・地域サポーター経費

琵琶湖森林づくり県民税

連携

支
援

事業実施

経費
支援

経費
支援

財源



森林環境学習「やまのこ」事業内容

◆対象学年 県内すべての小学校４年生

◆参加日程 日帰り(終日) または１泊２日

◆県内既存の９施設を活用 (事業主体は施設と学校)

◆参加時期・学習内容／施設と調整



「やまのこ」事業
受入施設

葛川少年自然の家(大津市)
荒神山自然の家(彦根市)
高山キャンプ場(長浜市)
森の未来館(栗東市)
みなくち子どもの森(甲賀市)
森林公園くつきの森(高島市)
河辺いきものの森(東近江市)
高取山ふれあい公園(多賀町)
近江富士花緑公園（野洲市）

森林公園くつきの森

高山キャンプ場

森の未来館

葛川少年自然の家

荒神山自然の家

高取山ふれあい公園

河辺いきものの森

みなくち子どもの森

近江富士花緑公園

県内９箇所



H19～R1 実施校数の推移

（H22にほぼ１００％の小学校で実施を達成）



施設別受入校数（９施設）



２ 体験プログラム



「やまのこ」学習のねらい

１ 森林に入り、木や草花などにふれ、森林に興味や親しみを
もたせる。

２ 森林での体験を通して、森林の働きや重要性について理解
を深める。

３ 森林の中の危険性に気づき、回避する力を身につける。
４ ルールを守り、楽しく体験学習をすることで、優しさや思い

やり、協力し合う心をはぐくむ。

ア．森に親しむ学習 イ．森づくり体験学習
ウ．森の恵み利用学習 エ．森のレクチャー



学習プログラム（１）

ア.森に親しむ学習

イ.森づくり体験学習

森林散策
樹木観察
ネイチャーゲーム

間伐体験
植樹
竹林整備体験



学習プログラム（２）

ウ.森の恵み利用学習

エ.森のレクチャー

木工クラフト
薪炭を使った調理
植菌体験

山の仕事に携わる人
の話
土壌浸透実験
渓流の水質調べ



●事前学習について

子どもたちの「やまのこ」学習に対する興味関心を
高める。

♦各学校における取組例

①オリエンテーション
外部講師を招き、森林や林業についての話を聞いたり、

ビデオ教材を活用したりして、「やまのこ」活動に対する興味
関心を高める。

②学習計画・学習準備
学習プログラムの概要を知り、学習のしおりを準備するこ

とで、事前に活動に対する興味関心を高める。



●事後学習について

子どもたちの体験的な学びの効果を上げる。

♦各学校における取組例
①学習成果物の作成

新聞にまとめる、作文にまとめる、クラフトを完成する等
の学習を通して、学びを確かなものにする。

②学んだことの交流
学習成果物の発表や相互評価を通して、個々の気づき

をみんなで共有したり、森林に対する認識を深める。



３ その他



関連サイトについて
滋賀県「森林政策課」のＨＰからのリ
ンク、またはGoogle、Yahooなどで
“やまのこ” で検索

施設情報や、事前事後学習に使え
る資料などを掲載



• 専任指導員、地域サポーター、森林組合職員

• 森林インストラクター、環境学習支援士

• WEBサイト「エコロしーが」 （滋賀県環境学習支援センター）

• やまのこ入門（滋賀県林業研究グループ連絡協議会 製作）

教員研修と事前事後学習のサポート

●外部講師などの情報提供や学習ツールの活用支援

●担任等教員向け研修の実施

研修内容）

• やまのこプログラムのガイダンス（施設ごとの特色を含め）

• 森林の現状と課題（過去・現在・未来）

• 森林の働き（水源涵養や生物多様性、生き物の生態など）

• 自然を使ったグループワーク



三日月知事による間伐の実演 スクールスティによる苗木の育成
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